（別紙）

補 助 事 業 内 容 説 明 書

申請者氏名：　　　　　　　　　
(1)事業内容　　　該当する項目に☑をつけ、該当事項を記入してください。
	工事場所
	十日町市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（行政区：　　　　　　）

	現在の住居の

克雪化の状況
	□非克雪化住宅　□融雪式　□融耐雪式　□落雪式　□耐雪式

（※克雪化実施年度：　昭和・平成　　　　年度）

	工事区分
	□新 築　□改 築　□増 築　□改 良　□その他（　　　　　　　　　　　　）

	住居区分
	□専用住宅　□併用住宅（住居部分面積　　　　㎡、住居以外の面積　　　　㎡）

	屋根雪処理方式
	□融雪式　　□耐雪式　　□融耐雪式　　□落雪式　　□高床落雪式

	設備・構造等

（「屋根雪処理方式」の別により該当する項目を記入）
	融雪式
	融雪装置

施工業者名
	
	システム名称
	

	
	
	熱源（　　　　）全体屋根面積（　　 ㎡）、融雪屋根面積（　　 ㎡）

	
	耐雪式

融耐雪式
	構造（　　　　）、延床面積（　　　　　㎡）、耐雪量（　　　　ｍ）

	
	落雪式

高床落雪式
	屋根の材質（　　　　　　　　　　）、屋根勾配（　　　　　）

	補助対象経費

算出方法

（「屋根雪処理方式」の別により該当する項目を選択）
	融雪式
	□融雪装置の設置に要する全体工事費

	
	耐雪式

融耐雪式
	□床面積（　　　　　　㎡）に応じた補助対象工事費

	
	落雪式
高床落雪式
	□一般住宅と落雪式住宅との屋根工事費の差額(屋根材及び屋根構造)

□融雪池等設置に要する工事費

□一般住宅と高床住宅との基礎工事費の差額

	補助対象経費　（Ａ）
	　　　　　　　　　　　　　　円（補助対象工事費の合計）

	補助対象工事費（Ｂ）
	　　　　　　　　　　　　　　円（（Ａ）のうち250万円を上限とする）

	補助申請額
（1,000円未満切り捨て）
	融雪式住宅
融耐雪式住宅
	中心市街地区域かつ要援護世帯
補助対象工事費（Ｂ）×0.308
	千円

	
	
	中心市街地区域
補助対象工事費（Ｂ）×0.264
	千円

	
	
	要援護世帯
補助対象工事費（Ｂ）×0.220
	千円

	
	
	上記以外
補助対象工事費（Ｂ）×0.176
	　千円

	
	耐雪式住宅
	中心市街地区域かつ要援護世帯
補助対象工事費（Ｂ）×0.264
	千円

	
	
	中心市街地区域
補助対象工事費（Ｂ）×0.220
	千円

	
	
	要援護世帯
補助対象工事費（Ｂ）×0.176
	千円

	
	
	上記以外
補助対象工事費（Ｂ）×0.132
	　千円

	
	落雪式住宅
高床落雪式住宅
	要援護世帯
補助対象工事費（Ｂ）×0.176
	　千円

	
	
	上記以外
補助対象工事費（Ｂ）×0.132
	　千円

	（裏面も記入ください）
(2)添付書類　　　☑により添付書類の確認を行ってください。

	克雪住宅型式別
	融雪式
	□案内図　□配置図　□各階平面図（機器等の位置が確認できるもの）
□立面図（融雪範囲が明記されたもの）　□融雪設備図　□融雪装置の屋根伏図

□工事費見積書※１　□要援護世帯を証明する書類（要援護世帯の場合のみ）※２

	
	融耐雪式
	□案内図　□配置図　□各階平面図（床面積が確認できるもの）　□立面図

□断面図及び矩計図等（融耐雪構造が確認できるもの）　□工事費見積書※１
□要援護世帯を証明する書類（要援護世帯の場合のみ）※２

	
	耐雪式
	□案内図　□配置図（隣地境界線と建物との距離を明示）
□各階平面図（床面積が確認できるもの）　□立面図（雪庇防止対策が確認できるもの）
□矩計図又は断面図（雪庇防止対策の構造及び大きさが確認できるもの）
□構造計算書の写し（表紙及び積雪荷重の入力が確認できるページのみ）□確認済証の写し

□工事費見積書※１　□要援護世帯を証明する書類（要援護世帯の場合のみ）※２

	
	落雪式

高床落雪式
	□誓約書　□案内図　□配置図（落雪の影響範囲又は地上消雪設備を明記）
□各階平面図（床面積が確認できるもの）　□立面図（屋根勾配及び屋根材質を明記）
□工事費見積書※１　□補助対象経費算出書
□同意書（落下する雪が堆雪距離基準を満たさない場合のみ）
□要援護世帯を証明する書類（要援護世帯の場合のみ）※２



※1　工事見積書は、「表紙」「工事全体の総括表」及び「対象となる工事の詳細が分かるもの」を添付してください。





※2　要援護世帯の該当を証明する添付書類


　○高齢者世帯・・・世帯全員の住民票


　　○障がい者世帯・・・世帯全員の住民票、障がい者手帳の写し


　　○ひとり親世帯・・・世帯全員の住民票、戸籍の全部事項証明書











14

